
令和 7 年度 学校教育努力点推進計画 

１  研究主題 

自ら考え 自ら進もう 

～自己決定・自己選択を大切にした学習を通して～ 

２  研究主題設定の理由 

    ナゴヤ学びのコンパスでは、目指したい子どもの姿として、「ゆるやかな協働性の中で自律して学び続

ける姿」と示されている。そして、進むべき方向性として、「①興味・関心等に応じ、やりたいことを見付けて

取り組む②学ぶペースや方法などを自己決定、自己選択しながら学ぶ③学びに見通しをもち、振り返り

ながら学び続ける」ことが重視されている。 

    昨年度、本校ではタブレットの回答共有機能や共有ノートを活用して、児童が友達の考えを知り、様々

な考えと比べながら、共通点、相違点を明確にして、話し合い、自分の考えを広げ、深めていく授業実践

を進めてきた。その中で、「自分で考えて学びを進めていくことができない」「学習に興味をもっていない」

「学力や解決方法に自信がない」という課題があがった。そこで、今年度は児童が自ら考え、自ら進める

ように、自己決定・自己選択する活動を取り入れた授業実践を進めていくようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 自ら学ぶ目標を決める 

・ 自ら学ぶ対象を決める 

・ 自ら学ぶ方法を決める 

・ 自ら学ぶ内容を決める 

・ 自ら学習計画を立てる 

・ 自らともに学ぶ相手を決める 

・ 自ら振り返る 

・ 自己の振り返り 

自ら学びを振り返り認知する 

 

・ 自己の振り返り 

自ら学びを振り返り認知する 

・  

 

 

自己決定・自己選択 

R７・８ R９ 

 

・ 自己の振り返り 

自ら学びを振り返り認知する 

・ 自己評価（学習状況を把握する） 

自ら学びを評価する 

・ 自ら次の学びの目標を決め、計画

を調整する 

＜授業前＞ 

① 学びの見通しをもつための

単元計画・評価基準（ルー

ブリック）の作成・提示 

② 教師の教える部分と子ども

にゆだねる部分の明確化 

③ 予想される子どものつまず
きに対する支援計画の作成 

 
 
 
 

 

自己調整 

＜授業中＞ 

・ 学びたくなるようなインストラクション（導入）

の設定 

・ 学ぶ対象・内容・方法の選択肢の提示 

・ 指示や説明を視覚的な情報でまとめて提示

する 

・ ICTによる学習材の収集と提供 

・ 体験・活動コーナーや教具などの学習環境

の整備 

・ 単元内でのつまずきへの支援 

・ 学びの評価方法の教授(R9) 

・ 相互評価の機会設定（R9） 

 

＜授業後＞ 

・ 学習状況の把握と適正評 

価および軌道修正 

・ 学びの良い例の共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師ができる支援 


